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Ａ
インフルエンザにもいろい

ろな型があり、現在流行

しているのは H1N1 型ブタ由来の

新しい型のインフルエンザです。

新型インフルエンザワクチンは、

この H1N1 型ブタ由来インフルエ

ンザのみを予防するワクチンで

すので、従来型の季節性インフ

ルエンザには予防効果はありま

せん。従来のインフルエンザワ

クチンは、過去に流行し今年も

流行が予想される何種類かの型

の季節性インフルエンザを予防

するものです。どちらも予防しよ

うとすると両方接種した方がよ

いでしょう。新型インフルエン

ザワクチンは供給量不足のため、

まず季節性インフルエンザワク

チンを早い時期に接種し、新型

インフルエンザワクチンが打て

るようになれば１月以降接種し

てもらうのがよいでしょう。

新型インフルエンザワクチンと従来のワクチンは

どのように違いますか？

Ａ
いいえ、新型インフルエン

ザワクチンを接種したから

といって感染を完全に防ぐことは

できません。ただし、ワクチンを

接種した人は新型インフルエンザ

に対する免疫ができるので重症化

を予防することができます。従っ

て、重症化しやすい喘息など呼吸

器疾患、重度の心臓病、腎不全な

どの病気をもっておられる方、妊

婦を最優先にワクチン接種するこ

とになっています。逆に健常人は

重症化することは稀のため、欧米

では感染してから治療すればよい

という考えの市民も大勢います。

新型インフルエンザワクチンを接種すると

新型インフルエンザにかからないのですか？
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ワクチン接種はどのように実施されますか？

費用はいくらかかりますか？

Ａ
国産と輸入では製造法に

違いがあります。国産は

鶏卵の卵黄を用いて製造するの

で製造量に限りがありますが、

添加物が用いられておらず従来

のワクチンも含めて安全性の面

からすべて国産が用いられてき

ました。輸入品は、免疫効果を

増強するための添加物が用いら

れており、日本では今まで輸入

ワクチンを用いられたことがな

かったため副作用を危惧する意

見もあります。一般的には、ワ

クチンによる重篤な（生命を脅

かす）副作用は 0.001 ～ 0.0001％

と言われており、新型インフル

エンザの死亡率 0.1-0.5％に比

べて極めて低くなっています。

国産ワクチンと輸入ワクチンに違いはありますか？

Ａ
11 月から最優先患者（国指定

の最優先の病気のある方と妊

婦）に接種を開始します。12 月以

降、基礎疾患のある優先患者、幼児、

小学校低学年と接種を開始します。

年明けに順次、１歳未満児の保護

者、小学校高学年、中学・高校生、

高齢者の順に接種していきます。

このワクチンは任意接種のため、

個々が医療機関で接種希望を申し

出て予約した上で接種します。費

用は一人あたり２回接種分で 6150

円の予定です。最優先患者と妊婦

は国産ワクチンを用いますが、１

月以降は輸入ワクチンが用いられ

る見込みです。また、ワクチンは

原則１回で十分とされていますが、

２回接種の方が確実に免疫ができ

るため、免疫低下患者と若年者は

２回接種をお勧めします。


